
　
三

田
市

議
会

議
長

　
様

令
和

4
年

5
月

2
0
日

開
催

の
経

営
政

策
常

任
委

員
会

に
お

い
て

、
下

記
の

と
お

り
処

理
方

針
を

決
定

し
、

検
討

を
行

い
ま

し
た

の
で

、
ご

報
告

い
た

し
ま

す
。

※
他

の
委

員
会

に
お

い
て

所
管

す
る

部
分

の
対

応
を

検
討

ウ
ク

ラ
イ

ナ
で

は
地

下
壕

を
避

難
所

に
使

用
し

て
い

る
が

、
今

後
、

三
田

市
で

も
地

下
壕

の
整

備
を

議
会

で
提

案
で

き
な

い
か

。

地
下

壕
の

整
備

に
つ

い
て

は
貴

重
な

参
考

意
見

と
し

て
受

け
止

め
る

。

市
民

病
院

は
市

内
唯

一
の

出
産

可
能

な
病

院
で

あ
り

、
市

外
へ

移
転

さ
れ

れ
ば

、
出

産
も

で
き

な
い

市
と

な
り

、
人

口
減

に
拍

車
が

か
か

る
。

現
に

コ
ロ

ナ
禍

も
あ

り
市

民
税

、
法

人
税

も
マ

イ
ナ

ス
と

な
っ

て
い

る
。

市
民

病
院

は
三

田
駅

前
C

 ブ
ロ

ッ
ク

地
区

再
開

発
事

業
に

多
額

の
市

税
を

投
入

す
る

の
で

あ
れ

ば
、

市
民

病
院

の
補

修
費

は
投

入
で

き
る

の
で

は
な

い
か

。
病

院
の

減
価

償
却

は
3
9
 年

で
あ

り
、

 築
2
6
 年

の
市

民
病

院
は

老
朽

化
で

は
な

い
。

・
三

田
市

民
病

院
は

、
市

内
で

唯
一

出
産

可
能

な
病

院
で

あ
る

が
、

現
状

で
も

、
合

併
症

等
ハ

イ
リ

ス
ク

出
産

は
済

生
会

兵
庫

県
病

院
に

依
頼

し
て

い
る

。
医

師
確

保
も

含
め

、
済

生
会

兵
庫

県
病

院
と

の
連

携
に

よ
り

、
妊

婦
や

新
生

児
の

受
け

入
れ

を
行

う
周

産
期

医
療

に
お

い
て

、
市

民
が

よ
り

安
心

し
て

妊
娠

・
出

産
で

き
る

環
境

が
充

実
す

る
と

考
え

る
。

・
三

田
市

民
の

生
命

を
守

る
急

性
期

医
療

を
維

持
・

充
実

す
る

た
め

に
、

改
革

プ
ラ

ン
に

示
す

医
療

資
源

の
集

約
化

を
進

め
る

こ
と

は
、

安
心

・
安

全
の

医
療

提
供

の
一

つ
と

考
え

る
。

・
減

価
償

却
3
9
年

は
経

理
上

の
こ

と
で

あ
り

、
建

築
物

の
築

後
2
6
年

の
経

過
は

、
老

朽
化

が
進

ん
で

い
る

こ
と

に
間

違
い

な
い

。
現

時
点

で
は

業
務

に
支

障
を

き
た

す
よ

う
な

大
規

模
な

事
象

の
発

生
は

な
い

が
、

経
年

と
と

も
に

設
備

の
劣

化
が

進
行

し
、

小
規

模
な

水
漏

れ
、

蒸
気

漏
れ

等
は

断
続

的
に

発
生

し
て

い
る

状
況

で
あ

る
。

・
三

田
市

議
会

と
し

て
は

、
4
月

1
3
日

に
市

民
病

院
あ

り
方

特
別

委
員

会
に

お
い

て
、

「
北

神
三

田
地

域
の

急
性

期
医

療
の

確
保

に
関

す
る

検
討

委
員

会
」

の
方

針
説

明
を

受
け

た
と

こ
ろ

で
あ

り
、

今
後

、
神

戸
市

・
三

田
市

・
済

生
会

兵
庫

県
病

院
の

三
者

で
再

編
統

合
に

向
け

た
進

め
方

が
協

議
さ

れ
る

た
め

、
市

議
会

と
し

て
も

、
市

民
医

療
の

重
要

案
件

と
位

置
付

け
対

応
し

た
い

。

十
数

年
前

子
ど

も
の

医
療

費
は

無
料

だ
っ

た
。

今
後

の
子

育
て

世
代

の
呼

び
込

む
た

め
、

子
ど

も
手

当
の

支
給

を
三

田
市

独
自

で
行

う
な

ど
子

育
て

世
代

の
転

入
促

進
に

つ
い

て
伺

い
た

い
。

子
ど

も
の

医
療

費
に

つ
い

て
は

、
数

字
は

定
か

で
な

い
が

、
コ

ン
ビ

ニ
受

診
も

あ
っ

た
と

聞
い

て
い

る
。

子
育

て
世

代
の

転
入

促
進

と
し

て
は

フ
ラ

ワ
ー

タ
ウ

ン
へ

の
支

援
を

試
験

的
に

始
め

よ
う

と
し

て
お

り
、

空
き

家
対

策
で

子
育

て
世

代
を

呼
び

込
み

た
い

。
こ

う
み

ん
未

来
塾

は
参

加
者

も
順

調
に

伸
び

て
い

る
。

学
び

の
ま

ち
三

田
と

し
て

、
子

育
て

支
援

策
は

三
田

市
全

域
に

広
め

て
い

く
べ

き
だ

と
思

う
。

市
長

等
へ

提
案

・
要

望
す

る

令
和

4
年

5
月

2
0
日

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

経
営

政
策

常
任

委
員

会
委

員
長

　
松

岡
　

信
生

議
会

報
告

会
に

お
け

る
意

見
等

に
対

す
る

対
応

に
つ

い
て

　
　

　
○

委
員

会
で

検
討

す
る

委
員

会
へ

の
参

考
意

見
と

す
る

　
○

　
○

1
1

2
2

市
民

か
ら

の
意

見
等

2
3

班
市

議
会

内
で

検
討

を
行

う
も

の

経
営

政
策

常
任

委
員

会

経
営

政
策

常
任

委
員

会
市

民
病

院
あ

り
方

特
別

委
員

会
※

経
営

政
策

常
任

委
員

会
（
空

き
家

対
策

、
フ

ラ
ワ

ー
タ

ウ
ン

へ
の

転
入

促
進

）
福

祉
教

育
常

任
委

員
会

※
（
子

ど
も

の
医

療
費

、
こ

う
み

ん
未

来
塾

、
子

育
て

支
援

策
）
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市
長

等
へ

提
案

・
要

望
す

る
委

員
会

で
検

討
す

る

委
員

会
へ

の
参

考
意

見
と

す
る

市
民

か
ら

の
意

見
等

班
市

議
会

内
で

検
討

を
行

う
も

の

再
編

統
合

後
の

病
院

が
神

戸
市

内
に

建
設

さ
れ

る
と

、
三

田
市

内
に

夜
間

救
急

に
対

応
で

き
る

病
院

が
な

く
な

っ
て

し
ま

う
。

市
民

の
多

く
は

安
心

で
き

る
救

急
体

制
の

維
持

を
望

ん
で

い
る

。

市
民

が
安

心
で

き
る

救
急

体
制

の
必

要
性

は
議

会
も

共
有

し
て

い
る

。
必

要
医

師
確

保
な

ど
、

様
々

な
課

題
を

抱
え

る
中

、
ど

の
よ

う
な

方
策

を
と

れ
ば

、
市

民
の

命
を

守
れ

る
救

急
医

療
体

制
が

持
続

的
に

確
保

で
き

る
か

を
考

え
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
再

編
統

合
は

そ
の

為
の

選
択

肢
の

一
つ

で
は

あ
る

。

・
身

障
協

視
覚

部
会

の
会

員
拡

大
に

際
し

個
人

情
報

保
護

法
の

制
約

の
中

で
当

事
者

同
士

の
つ

な
が

り
を

ど
の

よ
う

に
つ

く
っ

て
い

け
ば

よ
い

か
。

・
災

害
時

避
難

行
動

要
支

援
者

の
支

援
計

画
（
特

に
視

覚
障

害
者

の
避

難
計

画
）
は

ど
の

程
度

進
ん

で
い

る
か

。
・
市

が
行

う
イ

ベ
ン

ト
の

際
に

、
視

覚
障

害
者

へ
の

配
慮

と
し

て
紙

資
料

だ
け

で
は

な
く
持

ち
帰

り
用

の
音

声
資

料
の

配
布

が
で

き
な

い
か

。
・
同

居
人

の
補

助
に

頼
ら

ず
に

自
立

し
た

い
た

め
、

健
康

管
理

に
欠

か
せ

な
い

音
声

式
の

血
圧

測
定

器
や

体
重

測
定

器
に

つ
い

て
、

日
常

生
活

用
具

の
補

助
拡

充
が

で
き

な
い

か
。

・
Ｊ
Ｒ

三
田

駅
か

ら
総

合
福

祉
保

健
セ

ン
タ

ー
に

向
か

う
動

線
が

寸
断

さ
れ

る
市

役
所

駐
車

場
前

の
信

号
機

の
音

声
式

化
を

進
め

た
い

。

信
号

機
の

音
声

式
化

に
つ

い
て

は
既

に
市

か
ら

兵
庫

県
警

に
対

し
て

要
望

し
て

お
り

、
県

警
の

判
断

を
待

ち
の

状
況

で
あ

る
。

災
害

時
避

難
行

動
要

支
援

者
の

計
画

に
つ

い
て

は
、

現
在

、
市

が
各

自
治

会
と

連
携

し
、

避
難

行
動

要
支

援
者

名
簿

の
策

定
を

進
め

て
い

る
。

名
簿

を
地

域
団

体
と

共
有

す
る

こ
と

に
対

す
る

同
意

が
現

時
点

で
約

３
０

０
０

名
分

、
内

視
覚

障
害

者
の

方
が

８
０

名
と

な
っ

て
い

る
。

個
別

支
援

計
画

の
策

定
は

災
害

危
険

個
所

に
お

住
ま

い
の

方
（

内
、

視
覚

障
害

者
は

２
３

名
）

か
ら

優
先

的
に

取
り

組
み

、
避

難
体

制
整

備
を

急
い

で
い

る
。

日
常

生
活

用
具

に
つ

い
て

は
、

個
々

の
状

況
や

課
題

に
よ

り
必

要
と

さ
れ

る
も

の
が

多
岐

に
わ

た
り

、
種

類
も

様
々

で
あ

り
、

そ
の

他
の

課
題

も
含

め
て

、
実

情
を

し
っ

か
り

と
見

極
め

、
当

事
者

や
サ

ポ
ー

ト
さ

れ
る

方
の

声
を

聞
き

、
各

々
の

立
場

に
立

っ
て

、
最

適
な

支
援

策
を

考
え

市
に

適
切

な
支

援
を

要
望

し
て

い
き

た
い

。

経
営

政
策

常
任

委
員

会
（
救

急
医

療
体

制
）

市
民

病
院

あ
り

方
特

別
委

員
会

※
（
再

編
統

合
）

経
営

政
策

常
任

委
員

会
福

祉
教

育
常

任
委

員
会

※

○

　
○

　
3

4

3
5
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三
田
市
議
会
議
長
　
様

令
和
4
年
5
月
1
8
日
開
催
の
福
祉
教
育
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、

下
記
の
と
お
り
処
理
方
針
を
決
定
し
、
検
討
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

※
他
の
委
員
会
に
お
い
て
所
管
す
る
部
分
の
対
応
を
検
討

今
後
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
避
難
民
を
受
け
入
れ
、
三
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
し
て
も
ら
っ
て
は
ど
う
か
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
避
難
民
等
に
関
す
る
相
談
に
関
し
て
は
専
門
の
窓
口
を
設
置
し
対
応
し
て
い
る
。

子
ど
も
の
健
全
な
育
成
と
、
環
境
保
全
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
有
機
農
業
は
大
切
で
あ
る
。
学
校
給
食
に
有
機
食
材
導
入
は
、
子
育
て
世
代
の
移

住
促
進
・
半
農
半
Ｘ
な
ど
の
小
規
模
有
機
農
家
を
活
性
化
に
つ
な
が
る
。
有
機
農
業
支
援
と
学
校
給
食
で
有
機
食
材
の
使
用
に
つ
い
て
伺
う
。

就
農
時
の
農
地
借
用
の
面
積
要
件
緩
和
や
、
有
機
農
業
実
践
者
に
よ
る
成
功
体
験
等
を
語
る
各
種
研
修
会
の
開
催
に
よ
り
、
就
農
者
の
拡

大
を
図
る
。
ま
た
、
有
機
農
産
物
の
安
定
し
た
出
荷
先
が
確
保
で
き
る
よ
う
Ｊ
Ａ
等
と
連
携
し
支
援
す
る
。

学
校
給
食
で
の
有
機
農
産
物
の
使
用
は
、
学
校
給
食
に
適
し
た
食
材
の
必
要
量
（
１
日
１
万
食
）
の
確
保
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の

価
格
な
ど
を
踏
ま
え
た
上
で
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、
教
育
担
当
部
局
と
農
業
担
当
部
局
が
連
携
を
図
り
、
調
査
研
究
を
進
め
る
。

ド
ロ
ー
ン
で
の
農
薬
散
布
は
、
強
い
農
薬
を
散
布
す
る
た
め
、
周
囲
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
。
同
じ
予
算
で
た
い
肥
場
を
つ
く
る
等
有
機
農
法
の

推
進
は
で
き
な
い
か
。
ま
た
学
校
給
食
に
有
機
野
菜
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

・
現
在
の
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
で
の
農
薬
散
布
も
周
辺
住
民
の
同
意
は
必
要
で
あ
り
、
風
の
強
い
日
は
実
施
し
な
い
。
有
機
農
法
の
推
進
に
つ

い
て
は
J
A
S
規
格
を
と
る
た
め
の
書
類
も
膨
大
で
農
家
も
4
人
と
少
な
い
。
低
農
薬
の
ひ
ょ
う
ご
安
心
ブ
ラ
ン
ド
の
活
用
な
ど
皆
様
と
共
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

・
学
校
給
食
で
の
有
機
野
菜
取
入
れ
に
つ
い
て
は
、
現
状
で
は
有
機
農
家
が
少
な
く
三
田
市
の
学
校
給
食
を
賄
う
に
は
量
的
な
問
題
が
あ

る
が
、
栽
培
農
家
を
増
や
す
取
り
組
み
は
必
要
と
考
え
る
。

十
数
年
前
子
ど
も
の
医
療
費
は
無
料
だ
っ
た
。
今
後
の
子
育
て
世
代
の
呼
び
込
む
た
め
、
子
ど
も
手
当
の
支
給
を
三
田
市
独
自
で
行
う
な
ど
子
育

て
世
代
の
転
入
促
進
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

子
ど
も
の
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
数
字
は
定
か
で
な
い
が
、
コ
ン
ビ
ニ
受
診
も
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
子
育
て
世
代
の
転
入
促
進
と
し

て
は
フ
ラ
ワ
ー
タ
ウ
ン
へ
の
支
援
を
試
験
的
に
始
め
よ
う
と
し
て
お
り
、
空
き
家
対
策
で
子
育
て
世
代
を
呼
び
込
み
た
い
。
こ
う
み
ん
未

来
塾
は
参
加
者
も
順
調
に
伸
び
て
い
る
。
学
び
の
ま
ち
三
田
と
し
て
、
子
育
て
支
援
策
は
三
田
市
全
域
に
広
め
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
。

令
和
4
年
6
月
6
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
祉
教
育
常
任
委
員
会
委
員
長
　
佐
貫
　
尚
子

○

　

市
長
等
へ
提

案
・
要
望
す
る

議
会
報
告
会
に
お
け
る
意
見
等
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て
　
　

　

○

委
員
会
で
検
討

す
る

委
員
会
へ
の

参
考
意
見
と
す

る ○

　
○

1
1

福
祉
教
育
常
任
委
員
会

市
民
か
ら
の
意
見
等

班
市
議
会
内
で

検
討
を
行
う
も
の

2
2

福
祉
教
育
常
任
委
員
会

（
学
校
給
食
へ
の
有
機
食
材
の
使

用
）

生
活
地
域
常
任
委
員
会
※

（
有
機
農
業
支
援
）

経
営
政
策
常
任
委
員
会
※

（
空
き
家
対
策
、
フ
ラ
ワ
ー
タ
ウ
ン

へ
の
転
入
促
進
）

福
祉
教
育
常
任
委
員
会

（
子
ど
も
の
医
療
費
、
こ
う
み
ん
未

来
塾
、
子
育
て
支
援
策
）

3
2

福
祉
教
育
常
任
委
員
会

生
活
地
域
常
任
委
員
会
※

4
2
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市
長
等
へ
提

案
・
要
望
す
る

委
員
会
で
検
討

す
る

委
員
会
へ
の

参
考
意
見
と
す

る
市
民
か
ら
の
意
見
等

班
市
議
会
内
で

検
討
を
行
う
も
の

・
身
障
協
視
覚
部
会
の
会
員
拡
大
に
際
し
個
人
情
報
保
護
法
の
制
約
の
中
で
当
事
者
同
士
の
つ
な
が
り
を
ど
の
よ
う
に
つ
く
っ
て
い
け
ば
よ
い

か
。
・
災
害
時
避
難
行
動
要
支
援
者
の
支
援
計
画
（
特
に
視
覚
障
害
者
の
避
難
計
画
）
は
ど
の
程
度
進
ん
で
い
る
か
。

・
市
が
行
う
イ
ベ
ン
ト
の
際
に
、
視
覚
障
害
者
へ
の
配
慮
と
し
て
紙
資
料
だ
け
で
は
な
く
持
ち
帰
り
用
の
音
声
資
料
の
配
布
が
で
き
な
い
か
。

・
同
居
人
の
補
助
に
頼
ら
ず
に
自
立
し
た
い
た
め
、
健
康
管
理
に
欠
か
せ
な
い
音
声
式
の
血
圧
測
定
器
や
体
重
測
定
器
に
つ
い
て
、
日
常
生
活

用
具
の
補
助
拡
充
が
で
き
な
い
か
。

・
Ｊ
Ｒ
三
田
駅
か
ら
総
合
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
に
向
か
う
動
線
が
寸
断
さ
れ
る
市
役
所
駐
車
場
前
の
信
号
機
の
音
声
式
化
を
進
め
た
い
。

信
号
機
の
音
声
式
化
に
つ
い
て
は
既
に
市
か
ら
兵
庫
県
警
に
対
し
て
要
望
し
て
お
り
、
県
警
の
判
断
を
待
ち
の
状
況
で
あ
る
。
災
害
時
避

難
行
動
要
支
援
者
の
計
画
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
市
が
各
自
治
会
と
連
携
し
、
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。
名
簿

を
地
域
団
体
と
共
有
す
る
こ
と
に
対
す
る
同
意
が
現
時
点
で
約
３
０
０
０
名
分
、
内
視
覚
障
害
者
の
方
が
８
０
名
と
な
っ
て
い
る
。
個
別

支
援
計
画
の
策
定
は
災
害
危
険
個
所
に
お
住
ま
い
の
方
（
内
、
視
覚
障
害
者
は
２
３
名
）
か
ら
優
先
的
に
取
り
組
み
、
避
難
体
制
整
備
を

急
い
で
い
る
。
日
常
生
活
用
具
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
状
況
や
課
題
に
よ
り
必
要
と
さ
れ
る
も
の
が
多
岐
に
わ
た
り
、
種
類
も
様
々
で
あ

り
、
そ
の
他
の
課
題
も
含
め
て
、
実
情
を
し
っ
か
り
と
見
極
め
、
当
事
者
や
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
る
方
の
声
を
聞
き
、
各
々
の
立
場
に
立
っ

て
、
最
適
な
支
援
策
を
考
え
市
に
適
切
な
支
援
を
要
望
し
て
い
き
た
い
。

視
覚
障
害
者
で
も
、
個
々
の
状
態
に
よ
り
課
題
や
必
要
に
な
る
日
常
生
活
用
具
も
様
々
で
あ
り
、
要
望
の
出
し
方
に
つ
い
て
も
迷
う
事
が
あ
る
。
今

日
は
、
参
加
さ
れ
て
い
る
市
民
の
方
に
も
視
覚
障
害
者
に
つ
い
て
少
し
で
も
理
解
し
て
も
ら
お
う
と
参
加
し
た
。

昨
年
度
設
置
さ
れ
た
郷
の
音
ホ
ー
ル
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
議
会
の
協
力
に
大
変
感
謝
し
て
お
り
、
今
後
も
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
し
た
い
。

３
月
末
に
、
郷
の
音
ホ
ー
ル
内
に
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
が
設
置
さ
れ
が
、
長
い
間
、
視
覚
障
害
者
の
方
に
は
ご
不
便
を
か
け
た
。
今
後
も
視
覚

障
害
者
の
課
題
解
消
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

聴
覚
障
害
者
団
体
の
主
催
の
学
習
会
は
、
手
話
通
訳
が
必
要
と
な
り
、
手
話
通
訳
者
派
遣
費
用
は
、
主
催
団
体
の
負
担
に
な
る
。
他
市
で
は
手

話
通
訳
派
遣
補
助
を
行
っ
て
い
る
事
例
も
あ
る
。
議
会
で
取
り
上
げ
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
。

聴
覚
障
害
者
団
体
か
ら
こ
れ
ま
で
も
い
く
つ
か
要
望
を
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
か
と
思
う
。
議
会
に

決
定
権
は
な
い
が
、
市
民
の
声
を
聞
い
て
、
各
議
員
が
当
局
に
対
し
提
案
や
要
望
を
行
う
こ
と
は
で
き
る
。
過
去
に
は
、
こ
の
議
会
報
告

会
で
の
提
案
の
『
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
』
と
い
う
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
も
実
現
し
た
。
議
会
報
告
会
の
意
見
交
換
の
ほ
か
、
三
田
市

議
会
の
取
り
組
み
と
し
て
は
グ
ル
ー
プ
で
参
加
し
て
い
た
だ
く
『
伺
い
ま
す
！
さ
ん
だ
未
来
ト
ー
ク
』
も
実
施
し
て
い
る
。
市
民
が
議
員

と
意
見
交
換
し
、
議
会
か
ら
市
へ
要
望
す
る
機
会
に
な
る
の
で
利
用
を
検
討
願
い
た
い
。

　
○

○○

3
福
祉
教
育
常
任
委
員
会

5
3

経
営
政
策
常
任
委
員
会
※

福
祉
教
育
常
任
委
員
会

6
3

福
祉
教
育
常
任
委
員
会
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議会報告会における意見等検討結果報告書 

 

市民からの意見等 ＮＯ.５      

                       福祉教育常任委員会  

 令和 4年 5月 23 日（月）13 時 30 分開催の福祉教育常任委員会で協議 

               

市民からの意見 

(1)市が行うイベントの際に、視覚障害者への配慮として紙資料だけではなく持ち帰り

用の音声資料の配布ができないか。  

(2)同居人の補助に頼らずに自立したいため、健康管理に欠かせない音声式の血圧計や

体重計について、日常生活用具の補助拡充ができないか。 

調査研究した 

内容 

 

 

(現状、市当局確

認内容、他市の

状況、常任委員

会での検討内容

等) 

【(1)について市当局との質疑応答】 

○音声資料の配布については、どこまで可能と考えているのか。 

⇒事前に音声データの入った CD 等の媒体を準備することは可能だが、どのような会を

対象にするのか、また必要な方が来られるのか不確かな状況で、すべての内容のデー

タを準備するのは現実的ではないと考えている。 

○ダウンロードしてもらう方法はどうなのか。 

⇒テキストデータがあるものは音声データへの変換も容易だが、チラシなど画像的な

資料は、テキストデータに置き換える作業が改めて必要となり、どのように対応して

いくのか検討事項と考えている。 

【(2)について市当局との質疑応答】 

別紙重度障害者等日常生活用具種目表等資料も参考 

○視覚障害者用体重計の世帯条件の考え方や基準は。 

⇒家族が数値を読み取るなどのサポートの可否を基準としている。体温計も以前は世

帯条件を付していたが、コロナ対策で必要性が増し、かつ生命に関わるものであるこ

とから、世帯要件を撤廃した。体重計はそういった状況ではないと判断し、世帯条件

を維持している。基準額は、基本的に国 1/2、県 1/4、市 1/4 負担であるが、実際は国

からの歳入は 1/2 以下であり、予算的にも種目や金額の増、条件緩和は容易でないた

め、議論しながら進めている状況である。 

○将来的に新たな種目や世帯条件等を検討するのか。 

⇒体温計だけでなく、令和 4 年 4 月より人工内耳用電池を新たに追加するなど、随時

見直している。 

○これらの変更等は、市でできるのか。国県の方針を聞く必要はあるのか。 

⇒基本は市の判断となる。国からは種目を増やすだけでなく、見直すことも必要との

指導はある。 

○今回の議会報告会において、血圧計の要望もあったが、他に当事者から要望はある

のか。 

⇒個々の方から窓口での相談はあるが、団体からの要望としてはない。他自治体にお

いて血圧計が認められているところはほとんどないと思われる。 
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○血圧計は、日常的によく使用する必需品となってきていると思うが、他自治体や三

田市が対象としていない理由はあるのか。 

⇒明らかな理由はない。平成 18 年施行の障害者自立支援法において、国が示した対象

種目の目安がベースとなっている。新たな種目を加える場合は、今ある種目を見直す

ことも必要との国の指導もある。血圧計に関して、現在国からの通知等はない。今後

の検討課題と考えている。 

 

【委員会での主な意見】 

(1)について 

○音声資料の配布については、今後アプリの開発などいろいろと進めばいいものが出

てくるのではないかと思う。本日、当局からも課題等の説明もあり、過渡期の状況に

あるようなので、現状を委員会として把握したで留めてはどうかと思う。 

(2)について 

○血圧計については、他自治体において、一般的なものとして取り扱われているとこ

ろもあるので、市に要望してはどうかと思う。 

○日常生活用具は種目に応じた条件があることは理解できた。その時々に応じた対応

が可能ということなので、現状としては委員会への参考意見として受け止めていいと

思う。 

○市民からの意見に対し、議会として現状の確認ができた。議会としては今後も意見

交換会のほか「伺います！さんだ未来トーク」など市民の声を聞く機会もあることを

伝えている。今回は意見に対し質疑応答の内容など現状の確認ができ、市民の方から

の意見に対し、三田市の取り組み姿勢が充分に認識できたということでどうか。日常

生活用具に関する意見は、個々状況により違うので、その都度要望書を議会に提出し

ていただければよいと考えるため、今後検討していけばいい。 

 

検討結果 

 

★委員会への参考意見とする。 

上記質疑応答内容等により、音声資料の配布に関しては、現状及び課題が把握でき、

技術面も含め今後検討すべき内容であることから、参考意見とする。 

日常生活用具に関しても、議会として現状把握ができ、また市民からの意見に対し、

市の取り組み姿勢が充分に認識できた。これまでからも対象種目や条件等見直しがさ

れており、その時々に応じ今後検討していくべきことから、委員会への参考意見とす

る。 
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議会報告会における意見等検討結果報告書 

 

市民からの意見等 ＮＯ.７      

                       福祉教育常任委員会  

 令和 4年 5月 23 日（月）13 時 30 分開催の福祉教育常任委員会で協議 

               

市民からの意見 

聴覚障害者団体主催の学習会は、手話通訳が必要であるが、手話通訳者派遣費用は、

主催団体の負担になる。他市では 手話通訳者派遣について補助している事例もある。 

議会で取り上げていただけるとありがたい。 

 

調査研究した 

内容 

 

 

(現状、市当局確

認内容、他市の

状況、常任委員

会での検討内容

等) 

【市当局との質疑応答】 

〇今回の市民からの意見は、令和元年度の議会報告会で取り上げた市長への要望と、

ほぼ同じ主旨内容である。その回答においては、主催者団体が費用負担することを基

本原則とし、主催者団体負担による手話通訳者の設置がなされなければ、公費で負担

するとある。今回の市民からの意見も主催者団体負担を、公費負担でしてほしいとい

うことかと思うが。 

⇒合理的配慮は、当事者団体であってもすべての団体が行うべきものであることを前

提としている。三田市意思疎通支援者団体派遣事業実施要綱では、意思疎通支援者の

派遣を受けた団体の費用負担が原則であるが、総会や大会など組織維持のために必要

な活動を行う場合は市が負担すると定めている。当該団体からは市に対しても、団体

内で行う学習会への補助について要望があるが、学習会に関しては、組織維持するも

のではないと判断し、団体において費用負担していただきたいとこれまで回答してい

る。しかし、平成 30 年以降の要望等を受け、令和 2年に三田市障害者等理解啓発事業

にかかる意思疎通支援者派遣事業補助金制度を新たに設け、当事者団体が講演会など

開催する場合、経費の 1/2、上限３万円を補助している。このように要望等を受け対応

はしているが、当事者団体からすると更なる補助を願っていると考える。 

繰り返すが、市の考え方の前提として、合理的配慮は当事者の方もすべきであり、す

べてを公費負担するものではないとしているので、ある程度制限している。 

○三田市身体障害者福祉協議会を通じた当事者団体への補助金があると思うが、当事

者団体が受けた補助金を、手話通訳者派遣費用としての活用は可能か。 

⇒当該団体が受けた補助金をこれらの経費への充当は可能と考える。市の派遣事業補

助金は、普及啓発・理解啓発という前提を付け、広く一般の市民の方も講演会などに

参加できることを条件としている。団体内部のみの学習会等は該当しない。 

○令和元年度の市長要望が、令和２年度新設の補助金につながったと理解していいの

か。 

⇒当該団体の受け止め方は様々あるかと思うが、行政としては、なにか踏み出すよう

な施策事業ができないかを検討し設けた制度である。 
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【委員会での主な意見】 

○市としてどこまで支援しなければならないのかという問題はあるが、自分たちが学

んだりするところまでは、何か支援があってもいいのではないかと思う。 

○市の補助金交付の対象事業として、「当該事業の開催は広く市民に周知されているも

のとする」という説明は理にかなっている。今回の要望は、団体内での学習会なので

対象外とする当局の説明は納得できる。身体障害者福祉協議会などから様々な事業に

補助金が交付されており、それを活用できるとのことである。 

健常者と同じような生活ができるというのが障害者差別解消推進法にうたわれている

ので現状のままということは難しいかもしれないが、当局の説明を聞けば、合理的配

慮は、団体で負担すべきということで説明できるかと思う。その時々に応じて、今後

様々な改正があればその都度耳を傾け取り組んでいければと思う。 

○当事者からすれば、少しでも健常者と同じ情報を得たり学習会ができたりすること

は大事なことだと思う。さらに理解を深める必要があるかと思うが、今回は委員会へ

の参考意見に留めればと思う。 

○市も補助金制度に基づき実施していることが理解できたが、必要な団体等がこの制

度をどの程度知っているのか。令和元年度に要望としてあげているが、この制度の周

知も含め、また将来的にもっと前に進んでほしいとの思いも含め、市長への要望とし

て出してもいいのではないか。 

○聴覚障害者団体が実施した学習会について、議会報告会での意見交換会の場におい

て、近隣他市では補助をしている自治体があるとの話があった。現行の補助制度にお

ける補助対象事業に学習会等も含めていくことを市長へ要望するのもひとつと考え

る。全額補助は厳しいかと思うが、補助率 1/2、上限３万円の範囲で、補助対象事業の

「当該事業の開催について広く市民に周知されている」という要件を外して、当事者

での学習会等を含めることを要望するのはどうか。 

○本委員会としては、今の制度を更に拡充し、学習会等であっても補助ができるよう

要望してもいいのではないかと考える。 

 

 

検討結果 

 

 

★市長等へ提案・要望する 

「三田市障害者等理解啓発事業にかかる意思疎通支援者派遣事業補助金制度」の市民

への更なる周知及び補助金制度における補助率 1/2、上限３万円の範囲で、補助対象

事業について「当該事業の開催が広く市民に周知されている」という要件を見直し、

当事者での学習会等を含めることについて要望する。 

 また、当該制度について市民への周知徹底も図るよう要望する。 
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三
田
市
議
会
議
長
　
様

令
和
4
年
5
月
1
8
日
開
催
の
生
活
地
域
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、

下
記
の
と
お
り
処
理
方
針
を
決
定
し
、
検
討
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

※
他
の
委
員
会
に
お
い
て
所
管
す
る
部
分
の
対
応
を
検
討

キ
ッ
ピ
ー
モ
ー
ル
の
三
田
阪
急
閉
店
後
の
空
き
テ
ナ
ン
ト
に
つ
い
て
、
今
後
の
市
の
見
解
は
。

テ
ナ

ン
ト

誘
致

は
、

三
田

地
域

振
興

(
株

)
が

担
っ

て
お

り
、

次
期

テ
ナ

ン
ト

出
店

に
合

わ
せ

令
和

４
年

３
月

よ
り

内
装

工
事

に
着

手
し

て
い

る
。

有
名

コ
ー

ヒ
ー

シ
ョ

ッ
プ

の
出

店
は

決
ま

っ
た

が
、

他
の

テ
ナ

ン
ト

に
つ

い
て

は
商

業
戦

略
の

事
情

も
配

慮
し

、
し

か
る

べ
き

時
期

に
発

表
さ

れ
る

。

三
田
駅
前
C
ブ
ロ
ッ
ク
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
の
予
算
額
は
。

県
知

事
の

認
可

を
得

た
事

業
計

画
で

は
約

２
５

０
億

円
。

こ
の

う
ち

、
市

は
都

市
計

画
道

路
整

備
費

用
の

約
２

３
億

円
を

負
担

す
る

。
残

り
約

２
２

７
億

円
は

建
物

整
備

に
係

る
費

用
で

あ
り

、
約

１
６

０
億

円
は

再
開

発
組

合
の

自
己

財
源

、
約

６
７

億
円

を
県

と
市

で
１

/
２

ず
つ

補
助

金
と

し
て

負
担

す
る

。
市

の
負

担
は

合
わ

せ
て

約
５

７
億

円
と

な
る

が
、

そ
の

約
１

/
２

は
国

の
交

付
金

が
財

源
の

た
め

、
実

質
の

市
の

負
担

は
約

２
８

．
５

億
円

と
な

る
。

駅
前
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
街
並
み
が
で
き
る
の
か
。

駅
前

通
り

に
面

し
た

再
開

発
事

業
で

は
、

７
ｍ

の
壁

面
後

退
線

を
都

市
計

画
で

定
め

、
ゆ

と
り

あ
る

歩
行

者
空

間
の

整
備

を
進

め
、

延
長

１
３

０
ｍ

、
幅

３
０

ｍ
の

シ
ン

ボ
ル

道
路

が
完

成
す

る
予

定
で

あ
る

。
三

田
市

既
成

市
街

地
景

観
計

画
で

三
田

駅
前

地
区

に
個

別
基

準
を

規
定

し
、

建
築

物
が

良
好

な
街

並
み

形
成

に
資

す
る

よ
う

に
誘

導
し

、
賑

わ
い

づ
く

り
を

推
進

し
た

い
と

伺
っ

て
い

る
。

三
田
市
民
の
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
が
「
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
計
画
認
定
制
度
」
の
認
定
を
受
け
る
た
め
に
、
市
と
し
て
「
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適
正
化

推
進
計
画
」
を
作
成
し
て
は
ど
う
か
。

現
時

点
で

市
で

は
、

老
朽

化
や

管
理

組
合

の
担

い
手

不
足

が
み

ら
れ

る
マ

ン
シ

ョ
ン

は
な

い
と

聞
い

て
い

る
が

、
築

後
3
5
年

以
上

の
マ

ン
シ

ョ
ン

急
増

も
見

込
ま

れ
る

た
め

、
今

後
三

田
市

に
お

い
て

も
マ

ン
シ

ョ
ン

管
理

の
適

正
化

に
向

け
た

取
り

組
み

を
進

め
、

計
画

策
定

の
必

要
性

に
つ

い
て

も
検

討
す

る
と

伺
っ

て
い

る
。

一
般
社
団
法
人
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
業
協
会
の
「
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適
正
評
価
制
度
」
を
積
極
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
推
進
施
策
を
講
じ
て
ほ
し

い
。

令
和

４
年

４
月

か
ら

一
般

社
団

法
人

マ
ン

シ
ョ

ン
管

理
業

協
会

が
実

施
す

る
マ

ン
シ

ョ
ン

管
理

適
正

評
価

制
度

の
利

用
促

進
は

、
当

協
会

会
員

で
あ

る
マ

ン
シ

ョ
ン

管
理

業
者

が
各

マ
ン

シ
ョ

ン
管

理
者

等
へ

制
度

周
知

及
び

利
用

促
進

を
図

る
も

の
で

あ
る

と
聞

い
て

お
り

、
市

と
し

て
は

必
要

に
応

じ
て

制
度

周
知

等
に

努
め

て
い

く
と

伺
っ

て
い

る
。

令
和
4
年
5
月
1
8
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
活
地
域
常
任
委
員
会
委
員
長
　
檜
田
　
充

市
長
等
へ
提

案
・
要
望
す
る

議
会
報
告
会
に
お
け
る
意
見
等
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て
　
　

4

1
生
活
地
域
常
任
委
員
会

3

　
〇

　
〇 〇

委
員
会
へ
の

参
考
意
見
と
す

る

　
〇

　
〇

1
生
活
地
域
常
任
委
員
会

1 5
1

生
活
地
域
常
任
委
員
会

2
1

生
活
地
域
常
任
委
員
会

1
生
活
地
域
常
任
委
員
会

委
員
会
で
検
討

す
る

市
民
か
ら
の
意
見
等

班
市
議
会
内
で

検
討
を
行
う
も
の
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市
長
等
へ
提

案
・
要
望
す
る

委
員
会
へ
の

参
考
意
見
と
す

る

委
員
会
で
検
討

す
る

市
民
か
ら
の
意
見
等

班
市
議
会
内
で

検
討
を
行
う
も
の

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
が
他
の
管
理
組
合
と
の
情
報
交
換
や
交
流
を
目
的
と
し
た
（
仮
称
）
三
田
市
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
連
絡
会
の
発
足
施

策
を
講
じ
て
ほ
し
い
。

マ
ン

シ
ョ

ン
管

理
組

合
連

絡
会

の
発

足
は

、
住

民
主

体
の

住
ま

い
づ

く
り

を
推

進
し

て
い

く
う

え
で

有
効

な
取

り
組

み
の

た
め

、
今

後
、

マ
ン

シ
ョ

ン
の

管
理

状
況

や
管

理
組

合
の

意
向

等
の

把
握

を
行

い
、

発
足

の
支

援
策

等
に

つ
い

て
は

検
討

し
て

い
く

と
伺

っ
て

い
る

。

子
ど
も
の
健
全
な
育
成
と
、
環
境
保
全
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
有
機
農
業
は
大
切
で
あ
る
。
学
校
給
食
に
有
機
食
材
導
入
は
、
子
育
て
世
代
の

移
住
促
進
・
半
農
半
Ｘ
な
ど
の
小
規
模
有
機
農
家
を
活
性
化
に
つ
な
が
る
。
有
機
農
業
支
援
と
学
校
給
食
で
有
機
食
材
の
使
用
に
つ
い
て
伺

う
。

就
農

時
の

農
地

借
用

の
面

積
要

件
緩

和
や

、
有

機
農

業
実

践
者

に
よ

る
成

功
体

験
等

を
語

る
各

種
研

修
会

の
開

催
に

よ
り

、
就

農
者

の
拡

大
を

図
る

。
ま

た
、

有
機

農
産

物
の

安
定

し
た

出
荷

先
が

確
保

で
き

る
よ

う
Ｊ

Ａ
等

と
連

携
し

支
援

す
る

。
学

校
給

食
で

の
有

機
農

産
物

の
使

用
は

、
学

校
給

食
に

適
し

た
食

材
の

必
要

量
（

１
日

１
万

食
）

の
確

保
が

重
要

で
あ

り
、

そ
の

価
格

な
ど

を
踏

ま
え

た
上

で
検

討
す

る
必

要
が

あ
り

、
教

育
担

当
部

局
と

農
業

担
当

部
局

が
連

携
を

図
り

、
調

査
研

究
を

進
め

る
。

ド
ロ
ー
ン
で
の
農
薬
散
布
は
、
強
い
農
薬
を
散
布
す
る
た
め
、
周
囲
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
。
同
じ
予
算
で
た
い
肥
場
を
つ
く
る
等
有
機
農

法
の
推
進
は
で
き
な
い
か
。
ま
た
学
校
給
食
に
有
機
野
菜
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

・
現

在
の

ラ
ジ

コ
ン

ヘ
リ

で
の

農
薬

散
布

も
周

辺
住

民
の

同
意

は
必

要
で

あ
り

、
風

の
強

い
日

は
実

施
し

な
い

。
有

機
農

法
の

推
進

に
つ

い
て

は
J
A
S
規

格
を

と
る

た
め

の
書

類
も

膨
大

で
農

家
も

4
人

と
少

な
い

。
低

農
薬

の
ひ

ょ
う

ご
安

心
ブ

ラ
ン

ド
の

活
用

な
ど

皆
様

と
共

に
取

り
組

ん
で

い
く

。
・

学
校

給
食

で
の

有
機

野
菜

取
入

れ
に

つ
い

て
は

、
現

状
で

は
有

機
農

家
が

少
な

く
三

田
市

の
学

校
給

食
を

賄
う

に
は

量
的

な
問

題
が

あ
る

が
、

栽
培

農
家

を
増

や
す

取
り

組
み

は
必

要
と

考
え

る
。

三
田
市
の
農
業
認
定
の
面
積
は
3
0
ア
ー
ル
だ
が
神
戸
市
等
1
0
ア
ー
ル
の
市
も
あ
る
。
過
去
の
議
会
で
面
積
要
件
を
下
げ
る
こ
と
に
前
向
き
な

副
市
長
答
弁
も
あ
っ
た
が
、
今
後
の
進
捗
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

農
業

認
定

は
以

前
5
反

か
ら

で
あ

っ
た

が
、

現
在

は
3
反

か
ら

で
あ

る
。

国
が

大
規

模
農

家
の

支
援

を
進

め
る

中
、

三
田

市
は

独
自

予
算

で
小

規
模

農
家

支
援

策
で

あ
る

農
機

具
購

入
補

助
事

業
も

始
ま

っ
た

。
面

積
要

件
の

進
捗

に
つ

い
て

は
引

き
続

き
所

管
常

任
委

員
会

の
中

で
も

議
論

し
て

い
く

。

台
風
等
自
然
災
害
時
の
倒
木
防
止
対
策
効
果
や
維
持
管
理
費
の
大
幅
削
減
効
果
が
期
待
で
き
る
た
め
、
フ
ラ
ワ
ー
タ
ウ
ン
・
ウ
ッ
デ
ィ
タ
ウ
ン

の
歩
道
樹
木
を
３
分
の
１
に
減
ら
し
て
は
ど
う
か
。

こ
れ

ま
で

議
会

か
ら

も
同

様
趣

旨
の

質
問

や
要

望
を

当
局

に
対

し
て

行
っ

て
き

て
い

る
。

特
に

、
『

根
上

が
り

』
の

課
題

に
つ

い
て

は
当

局
も

重
要

視
し

て
お

り
、

あ
か

し
あ

台
自

治
会

と
街

路
樹

削
減

の
協

議
を

行
っ

た
。

し
か

し
、

景
観

上
、

街
路

樹
を

減
ら

す
事

へ
の

抵
抗

感
を

持
つ

市
民

の
声

が
大

き
く

な
り

、
ま

た
、

こ
の

よ
う

な
市

の
動

き
に

対
し

て
、

否
定

的
な

報
道

も
あ

り
、

樹
木

を
削

減
す

る
た

め
の

合
意

形
成

へ
の

取
り

組
み

は
後

退
し

た
。

市
は

現
在

、
街

路
樹

の
適

量
化

と
適

正
な

維
持

管
理

を
目

的
に

『
街

路
樹

の
適

正
な

育
成

・
管

理
に

向
け

た
基

本
方

針
』

の
策

定
を

進
め

て
お

り
、

議
会

と
し

て
も

市
民

と
と

も
に

、
適

正
な

街
路

樹
の

維
持

管
理

の
あ

り
方

を
考

え
て

い
き

た
い

。

　
〇

6
1

生
活
地
域
常
任
委
員
会

　
〇

　
〇

　
〇〇

　

7
2

福
祉
教
育
常
任
委
員
会
※

（
学
校
給
食
へ
の
有
機
食
材
の

使
用
）

生
活
地
域
常
任
委
員
会

（
有
機
農
業
支
援
）

8
2

福
祉
教
育
常
任
委
員
会
※

生
活
地
域
常
任
委
員
会

1
0

3
生
活
地
域
常
任
委
員
会

9
2

生
活
地
域
常
任
委
員
会
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三

田
市

議
会

議
長

　
様

令
和

4
年

5
月

1
8
日

開
催

の
市

民
病

院
あ

り
方

特
別

委
員

会
に

お
い

て
、

下
記

の
と

お
り

処
理

方
針

を
決

定
し

、
検

討
を

行
い

ま
し

た
の

で
、

ご
報

告
い

た
し

ま
す

。
※

他
の

委
員

会
に

お
い

て
所

管
す

る
部

分
の

対
応

を
検

討

三
田

市
民

病
院

の
土

地
探

し
に

関
す

る
調

査
業

務
を

、
補

正
予

算
と

し
て

計
上

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
緊

急
性

の
理

由
は

。

令
和

４
年

１
月

１
７

日
開

催
の

「
市

民
病

院
あ

り
方

特
別

委
員

会
」

に
お

い
て

、
１

月
７

日
開

催
の

「
第

４
回

北
神

・
三

田
地

域
の

急
性

期
医

療
の

確
保

に
関

す
る

検
討

委
員

会
」

で
急

性
期

医
療

確
保

方
策

の
方

向
性

が
示

さ
れ

た
報

告
を

聞
き

、
複

数
の

議
員

か
ら

の
「

市
と

し
て

事
前

に
で

き
る

こ
と

は
速

や
か

に
取

り
組

み
、

特
に

重
要

と
な

る
新

病
院

の
整

備
候

補
地

な
ど

は
先

行
し

て
調

査
す

る
べ

き
で

あ
る

」
と

の
意

見
を

受
け

、
整

備
候

補
地

調
査

を
先

行
し

て
実

施
し

た
も

の
で

あ
る

。
今

後
重

要
な

要
素

に
な

る
「

整
備

候
補

地
」

に
つ

い
て

、
市

内
で

条
件

が
整

っ
た

土
地

の
状

況
を

把
握

し
て

い
な

い
状

態
で

は
、

判
断

す
ら

で
き

な
い

こ
と

か
ら

先
行

し
て

調
査

し
た

も
の

で
あ

る
。

な
ぜ

三
田

市
民

病
院

が
神

戸
市

北
区

の
済

生
会

兵
庫

県
病

院
と

三
田

市
民

病
院

の
中

間
地

点
に

整
備

さ
れ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

の
か

。

現
時

点
で

は
ま

だ
何

も
決

ま
っ

て
い

な
い

状
況

で
あ

る
。

今
後

の
交

渉
に

あ
た

り
三

田
市

内
で

の
候

補
地

を
調

査
し

て
お

く
必

要
の

た
め

、
先

行
し

て
実

施
す

る
こ

と
と

し
た

も
の

で
あ

る
。

補
正

予
算

可
決

前
に

指
名

競
争

入
札

に
係

る
通

知
を

出
す

こ
と

や
、

第
5
回

検
討

委
員

会
開

催
前

に
土

地
探

し
を

す
る

の
は

お
か

し
い

の
で

は
な

い
か

。

補
正

予
算

可
決

前
の

手
続

き
開

始
は

、
他

の
事

案
で

も
行

わ
れ

て
い

る
正

当
な

手
続

き
で

あ
り

、
予

算
が

否
決

な
ら

ば
、

無
効

と
な

る
。

ま
た

、
第

4
回

検
討

委
員

会
で

方
向

性
は

示
さ

れ
て

お
り

、
第

5
回

目
は

そ
の

ま
と

め
方

の
議

論
が

な
さ

れ
た

も
の

で
あ

る
。

再
編

統
合

し
て

新
病

院
を

建
設

す
る

と
莫

大
な

費
用

が
か

か
る

。
三

田
市

外
で

建
設

さ
れ

た
場

合
で

も
、

三
田

市
が

費
用

を
負

担
す

る
の

か
。

再
編

統
合

に
つ

い
て

は
、

場
所

も
含

め
ま

だ
決

ま
っ

た
も

の
で

は
な

く
、

費
用

負
担

等
に

関
し

て
も

未
定

で
あ

る
。

市
民

病
院

は
市

内
唯

一
の

出
産

可
能

な
病

院
で

あ
り

、
市

外
へ

移
転

さ
れ

れ
ば

、
出

産
も

で
き

な
い

市
と

な
り

、
人

口
減

に
拍

車
が

か
か

る
。

現
に

コ
ロ

ナ
禍

も
あ

り
市

民
税

、
法

人
税

も
マ

イ
ナ

ス
と

な
っ

て
い

る
。

市
民

病
院

は
三

田
駅

前
C

 ブ
ロ

ッ
ク

地
区

再
開

発
事

業
に

多
額

の
市

税
を

投
入

す
る

の
で

あ
れ

ば
、

市
民

病
院

の
補

修
費

は
投

入
で

き
る

の
で

は
な

い
か

。
病

院
の

減
価

償
却

は
3
9
 年

で
あ

り
、

 築
2
6
 年

の
市

民
病

院
は

老
朽

化
で

は
な

い
。

・
三

田
市

民
病

院
は

、
市

内
で

唯
一

出
産

可
能

な
病

院
で

あ
る

が
、

現
状

で
も

、
合

併
症

等
ハ

イ
リ

ス
ク

出
産

は
済

生
会

兵
庫

県
病

院
に

依
頼

し
て

い
る

。
医

師
確

保
も

含
め

、
済

生
会

兵
庫

県
病

院
と

の
連

携
に

よ
り

、
妊

婦
や

新
生

児
の

受
け

入
れ

を
行

う
周

産
期

医
療

に
お

い
て

、
市

民
が

よ
り

安
心

し
て

妊
娠

・
出

産
で

き
る

環
境

が
充

実
す

る
と

考
え

る
。

・
三

田
市

民
の

生
命

を
守

る
急

性
期

医
療

を
維

持
・

充
実

す
る

た
め

に
、

改
革

プ
ラ

ン
に

示
す

医
療

資
源

の
集

約
化

を
進

め
る

こ
と

は
、

安
心

・
安

全
の

医
療

提
供

の
一

つ
と

考
え

る
。

・
減

価
償

却
3
9
年

は
経

理
上

の
こ

と
で

あ
り

、
建

築
物

の
築

後
2
6
年

の
経

過
は

、
老

朽
化

が
進

ん
で

い
る

こ
と

に
間

違
い

な
い

。
現

時
点

で
は

業
務

に
支

障
を

き
た

す
よ

う
な

大
規

模
な

事
象

の
発

生
は

な
い

が
、

経
年

と
と

も
に

設
備

の
劣

化
が

進
行

し
、

小
規

模
な

水
漏

れ
、

蒸
気

漏
れ

等
は

断
続

的
に

発
生

し
て

い
る

状
況

で
あ

る
。

・
三

田
市

議
会

と
し

て
は

、
4
月

1
3
日

に
市

民
病

院
あ

り
方

特
別

委
員

会
に

お
い

て
、

「
北

神
三

田
地

域
の

急
性

期
医

療
の

確
保

に
関

す
る

検
討

委
員

会
」

の
方

針
説

明
を

受
け

た
と

こ
ろ

で
あ

り
、

今
後

、
神

戸
市

・
三

田
市

・
済

生
会

兵
庫

県
病

院
の

三
者

で
再

編
統

合
に

向
け

た
進

め
方

が
協

議
さ

れ
る

た
め

、
市

議
会

と
し

て
も

、
市

民
医

療
の

重
要

案
件

と
位

置
付

け
対

応
し

た
い

。

令
和

4
年

5
月

1
8
日

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

市
民
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今
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明

市
長

等
へ

提
案

・
要

望
す

る

　
〇

市
議

会
内

で
検

討
を

行
う

も
の

市
民

病
院

あ
り

方
特

別
委

員
会

市
民

病
院

あ
り
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特
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員
会

市
民

病
院

あ
り
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特
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委
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会

市
民

病
院

あ
り

方
特

別
委

員
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経
営

政
策

常
任

委
員

会
※

市
民

病
院

あ
り

方
特

別
委

員
会

〇

　
〇

　

委
員

会
で

検
討

す
る

議
会

報
告

会
に

お
け

る
意

見
等

に
対

す
る

対
応

に
つ

い
て

　
　

委
員

会
へ

の
参

考
意

見
と

す
る

〇

市
民

か
ら

の
意

見
等

班

　
〇
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市
長

等
へ

提
案

・
要

望
す

る
市

議
会

内
で

検
討

を
行

う
も

の
委

員
会

で
検

討
す

る
委

員
会

へ
の

参
考

意
見

と
す

る
市

民
か

ら
の

意
見

等
班

三
田

市
民

病
院

は
ウ

ッ
デ

ィ
タ

ウ
ン

だ
け

で
は

な
く
市

民
の

命
を

守
っ

て
い

る
。

市
民

病
院

と
済

生
会

兵
庫

県
病

院
の

統
合

、
そ

し
て

新
病

院
建

設
は

三
田

市
に

と
っ

て
大

き
な

財
政

負
担

と
な

る
。

病
院

は
ま

ち
づ

く
り

の
根

幹
で

も
あ

る
の

で
現

在
地

で
の

建
設

を
希

望
し

た
い

。

検
討

委
員

会
か

ら
の

報
告

書
は

、
検

討
委

員
会

と
し

て
統

合
が

望
ま

し
い

と
い

う
こ

と
で

あ
り

、
そ

れ
を

元
に

市
が

ど
の

よ
う

に
し

て
い

く
か

に
つ

い
て

は
、

今
は

ま
だ

何
も

決
ま

っ
て

い
な

い
。

市
か

ら
の

提
案

が
あ

れ
ば

、
市

民
の

た
め

に
何

が
一

番
良

い
の

か
議

員
と

し
て

考
え

て
い

く
こ

と
に

な
る

。

市
民

病
院

の
再

編
・
建

替
え

す
れ

ば
、

多
額

の
資

金
が

必
要

と
な

り
、

そ
の

資
金

調
達

に
大

き
な

課
題

が
生

じ
る

と
考

え
て

お
り

、
資

金
調

達
に

Ｓ
Ｐ

Ｃ
（
特

定
目

的
会

社
）
等

の
手

法
を

使
う

の
で

は
な

い
か

と
懸

念
し

て
い

る
が

。

Ｓ
Ｐ

Ｃ
は

大
型

不
動

産
を

運
営

す
る

た
め

に
不

動
産

を
金

融
商

品
化

し
資

金
を

調
達

す
る

手
法

で
あ

り
、

病
院

の
運

営
に

は
馴

染
ま

な
い

と
考

え
て

お
り

、
当

局
も

考
え

て
い

な
い

と
の

回
答

が
あ

っ
た

。
Ｐ

Ｆ
Ｉ

は
公

共
施

設
の

運
営

に
民

間
の

資
金

や
経

営
能

力
を

活
用

す
る

手
法

で
あ

り
、

検
討

さ
れ

る
可

能
性

は
否

定
で

き
な

い
。

北
神

・
三

田
地

域
の

急
性

期
医

療
の

確
保

に
関

す
る

検
討

委
員

会
の

報
告

で
も

、
施

設
設

備
維

持
に

つ
い

て
２

病
院

維
持

よ
り

も
１

つ
の

病
院

に
集

約
化

を
し

た
方

が
医

療
機

能
向

上
と

資
金

・
資

源
投

資
の

集
中

化
と

い
う

観
点

か
ら

望
ま

し
い

出
て

い
る

。
市

は
経

営
形

態
と

し
て

地
方

独
立

行
政

法
人

や
指

定
管

理
者

制
度

を
含

む
公

立
病

院
で

あ
り

続
け

る
こ

と
を

目
指

す
と

し
て

い
る

と
伺

っ
て

い
る

。

再
編

統
合

後
の

病
院

が
神

戸
市

内
に

建
設

さ
れ

る
と

、
三

田
市

内
に

夜
間

救
急

に
対

応
で

き
る

病
院

が
な

く
な

っ
て

し
ま

う
。

市
民

の
多

く
は

安
心

で
き

る
救

急
体

制
の

維
持

を
望

ん
で

い
る

。

市
民

が
安

心
で

き
る

救
急

体
制

の
必

要
性

は
議

会
も

共
有

し
て

い
る

。
必

要
医

師
確

保
な

ど
、

様
々

な
課

題
を

抱
え

る
中

、
ど

の
よ

う
な

方
策

を
と

れ
ば

、
市

民
の

命
を

守
れ

る
救

急
医

療
体

制
が

持
続

的
に

確
保

で
き

る
か

を
考

え
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
再

編
統

合
は

そ
の

為
の

選
択

肢
の

一
つ

で
は

あ
る

。

市
民

病
院

の
資

金
調

達
の

手
法

に
つ

い
て

Ｓ
Ｐ

Ｃ
は

あ
り

得
な

い
と

考
え

て
よ

い
か

。
検

討
委

員
会

で
Ｐ

Ｆ
Ｉに

関
す

る
発

言
も

あ
っ

た
が

。

Ｓ
Ｐ

Ｃ
に

つ
い

て
は

考
え

に
く

い
。

市
に

も
そ

の
考

え
は

無
い

と
確

認
し

て
い

る
。

Ｐ
Ｆ

Ｉ
に

つ
い

て
は

公
共

施
設

に
民

間
の

資
金

や
経

営
能

力
を

活
用

す
る

手
法

で
あ

り
否

定
は

で
き

な
い

。
先

日
、

検
討

委
員

会
か

ら
再

編
が

最
適

と
の

報
告

書
の

提
出

が
あ

っ
た

が
、

再
編

統
合

と
な

れ
ば

当
然

多
額

の
資

金
が

必
要

に
な

る
が

現
時

点
で

資
金

調
達

の
方

法
に

関
し

て
決

定
し

て
い

る
こ

と
は

無
い

。
今

後
、

市
や

済
生

会
兵

庫
県

病
院

等
、

関
係

当
事

者
が

検
討

に
入

り
、

市
も

検
討

委
員

会
か

ら
の

報
告

書
を

参
考

に
し

な
が

ら
、

様
々

な
意

思
決

定
を

行
う

た
め

の
プ

ロ
セ

ス
に

入
る

が
、

議
会

は
市

か
ら

報
告

を
逐

一
求

め
、

市
民

の
意

見
を

聞
き

な
が

ら
こ

れ
に

対
応

し
て

い
き

た
い

と
考

え
る

。

市
民

病
院

の
再

編
統

合
に

反
対

す
る

団
体

の
チ

ラ
シ

を
目

に
す

る
が

、
こ

れ
ら

に
関

す
る

公
式

の
情

報
が

入
っ

て
こ

な
い

。
本

日
参

加
議

員
の

発
言

を
聞

い
て

い
て

も
、

明
確

な
見

解
は

な
い

。
市

民
病

院
の

あ
り

方
に

関
し

て
市

民
か

ら
の

声
を

ど
の

よ
う

に
議

会
に

届
け

れ
ば

よ
い

か
。

三
田

市
議

会
が

取
り

組
ん

で
い

る
相

談
者

が
団

体
で

あ
れ

ば
『

伺
い

ま
す

！
さ

ん
だ

未
来

ト
ー

ク
』

、
個

人
で

あ
れ

ば
『

市
政

相
談

』
を

利
用

し
、

相
談

す
る

方
法

で
あ

る
。

意
見

交
換

で
は

な
く

、
資

料
な

ど
の

提
供

だ
け

で
あ

れ
ば

、
議

会
事

務
局

に
持

参
さ

れ
れ

ば
常

時
対

応
で

き
る

。

市
民

病
院

あ
り

方
特

別
委

員
会

市
民

病
院

あ
り

方
特

別
委

員
会

経
営

政
策

常
任

委
員

会
※

（
救

急
医

療
体

制
）

市
民

病
院

あ
り

方
特

別
委

員
会

（
再

編
統

合
）

市
民

病
院

あ
り

方
特

別
委

員
会

市
民

病
院

あ
り

方
特

別
委

員
会

　
〇

　
〇

　
〇

　
〇

　
〇

8
3

1
0

3

7
3

6
2

9
3
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三
田
市
議
会
議
長
　
様

令
和
4
年
5
月
1
8
日
開
催
の
市
民
病
院
あ
り
方
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、

下
記
の
と
お
り
処
理
方
針
を
決
定
し
、
検
討
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

※
他
の
委
員
会
に
お
い
て
所
管
す
る
部
分
の
対
応
を
検
討

1
市
民
病
院
の
問
題
が
多
く
、
議
会
も
強
く
対
策
を
求
め
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。

1
議
会
改
革
推
進
会
議
※

市
民
病
院
あ
り
方
特
別
委
員
会

　
〇

2
説
明
会
と
い
う
が
、
何
も
役
に
立
つ
も
の
が
な
い
。
市
民
病
院
に
つ
い
て
、
今
の
と
こ
ろ
で
存
続
す
べ
き
だ
！

2
議
会
改
革
推
進
会
議
※

市
民
病
院
あ
り
方
特
別
委
員
会

〇

3
市
民
病
院
は
今
の
ま
ま
で
残
し
て
ほ
し
い
。

3
市
民
病
院
あ
り
方
特
別
委
員
会

　
〇

市
議
会
内
で

検
討
を
行
う
も
の

議
会
報
告
会
に
お
け
る
意
見
等
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て
（
ア
ン
ケ
ー
ト
自
由
意
見
）

班
市
民
か
ら
の
意
見
等

委
員
会
で
検
討

す
る

委
員
会
へ
の

参
考
意
見
と
す

る

市
長
等
へ
提

案
・
要
望
す
る

令
和
4
年
5
月
1
8
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
民
病
院
あ
り
方
特
別
委
員
会
委
員
長
　
今
北
　
義
明
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三
田
市
議
会
議
長
　
様

令
和
4
年
5
月
6
日
開
催
の
議
会
改
革
推
進
会
議
に
お
い
て
、

下
記
の
と
お
り
処
理
方
針
を
決
定
し
、
検
討
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

※
他
の
委
員
会
で
も
所
管
す
る
部
分
の
対
応
を
検
討

1
時
間
が
短
す
ぎ
た
。

1
議
会
改
革
推
進
会
議

　
〇

2
時
間
が
足
ら
ず
、
意
見
交
換
の
時
間
が
満
足
で
き
な
か
っ
た
。
司
会
者
が
時
間
配
分
を
考
え
て
い
な
か
っ
た
、
８
人
の
参
加
が
わ
か
っ
て

い
る
は
ず
で
す
。

1
議
会
改
革
推
進
会
議

〇

3
１
時
間
の
設
定
に
は
無
理
。
説
明
に
４
５
分
か
か
る
の
で
あ
れ
ば
２
時
間
位
の
設
定
必
要
.

1
議
会
改
革
推
進
会
議

　
〇

4
市
民
病
院
の
問
題
が
多
く
、
議
会
も
強
く
対
策
を
求
め
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。

1
議
会
改
革
推
進
会
議

市
民
病
院
あ
り
方
特
別
委
員
会
※

〇

5
コ
ロ
ナ
対
策
で
時
間
短
縮
は
分
か
る
が
、
議
員
の
説
明
が
早
口
で
メ
モ
を
取
り
に
く
い
と
感
じ
た
。
行
政
は
市
民
と
の
対
話
が
不
足
し
て
い

る
と
思
う
。
市
民
病
院
に
関
す
る
質
問
が
多
か
っ
た
が
、
解
答
さ
れ
て
い
た
議
員
さ
ん
は
ベ
テ
ラ
ン
の
方
に
丸
投
げ
と
い
う
印
象
を
受
け

た
。

1
議
会
改
革
推
進
会
議

　
〇

6
1
時
間
で
は
少
な
い
。

1
議
会
改
革
推
進
会
議

〇

7
説
明
会
と
い
う
が
、
何
も
役
に
立
つ
も
の
が
な
い
。
市
民
病
院
に
つ
い
て
、
今
の
と
こ
ろ
で
存
続
す
べ
き
だ
！

2
議
会
改
革
推
進
会
議

市
民
病
院
あ
り
方
特
別
委
員
会
※

　
〇

8
も
っ
と
意
見
交
換
の
時
間
を
と
ら
な
け
れ
ば
、
せ
っ
か
く
議
員
と
フ
ェ
イ
ス
ｔｏ
フ
ェ
イ
ス
な
の
に
、
な
ぜ
、
た
っ
た
１
時
間
な
の
か
！

2
議
会
改
革
推
進
会
議

〇

9
時
間
不
足
を
感
じ
た
。

2
議
会
改
革
推
進
会
議

　
〇

1
0
レ
ジ
メ
を
見
れ
ば
わ
か
る
内
容
は
説
明
す
る
必
要
な
い
。
市
民
と
の
意
見
交
換
す
る
時
間
を
多
く
あ
る
よ
う
に
す
べ
き
（
一
問
一
答
の
み
で

は
意
見
交
換
に
な
ら
な
い
）
。

2
議
会
改
革
推
進
会
議

〇

1
1
議
員
の
み
な
さ
ま
と
市
政
に
つ
い
て
直
接
語
り
合
え
る
こ
と
は
と
て
も
よ
い
制
度
と
思
い
ま
す
。

ま
た
お
忙
し
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
未
来
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
た
く
さ
ん
の
市
民
の
声
を
ひ
ろ
う
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り

が
た
い
で
す
。

2
議
会
改
革
推
進
会
議

　
〇

議
会
報
告
会
に
お
け
る
意
見
等
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て
（
ア
ン
ケ
ー
ト
自
由
意
見
）

市
民
か
ら
の
意
見
等

班
市
議
会
内
で

検
討
を
行
う
も
の

委
員
会
で
検
討

す
る

委
員
会
へ
の

参
考
意
見
と
す
る
市
長
等
へ
提

案
・
要
望
す
る

令
和
4
年
5
月
1
3
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
会
改
革
推
進
会
議
委
員
長
　
美
藤
　
和
広
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市
民
か
ら
の
意
見
等

班
市
議
会
内
で

検
討
を
行
う
も
の

委
員
会
で
検
討

す
る

委
員
会
へ
の

参
考
意
見
と
す
る
市
長
等
へ
提

案
・
要
望
す
る

1
2
参
考
に
な
っ
た
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

3
議
会
改
革
推
進
会
議

〇

1
3
今
後
も
こ
う
い
う
機
会
が
あ
れ
ば
参
加
し
た
い
で
す
。

3
議
会
改
革
推
進
会
議

　
〇

1
4
直
接
予
算
等
の
お
話
が
聞
け
る
の
で
わ
か
り
や
す
か
っ
た
。
ま
た
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

3
議
会
改
革
推
進
会
議

〇

1
5
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

3
議
会
改
革
推
進
会
議

　
〇
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